
第三種郵便物認可　平成18年10月１日（日曜日）中小企業タイムズ（3）

　前年同月比の各業界のＤＩ値は極端に悪化した前月に比べ「製造業」では売上の20ポイント回復を
筆頭に、収益、景況感共に持ち直しの動き。 
　「非製造業」においては売上のＤＩ値こそ前月と変わらないが、業界の景況感が10ポイント、収益に
ついても3.3ポイント回復し、全般的には回復の動きが見えつつある。 
　しかし、長引く原材料や原油価格高騰の影響を受け、ほとんどの業界で、収益性の悪化を訴えるコ
メントが多く、先行きの不透明感からか景気の好転マインドを減退させている。

sデータから見た

業界の動き
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成18年8月分）

業
界
の
声

●

富
士
吉
田
織
物
　
協
同
組
合
　

　
　
　
　
　
理
事
長
　
勝
俣
明
美 

氏

現
在
の
業
界
状
況
は

？

裏
地
の
売
上
が
絶
好
調
！

　
富
士
吉
田
織
物︵
協
︶の
５
部
門
の
売
上
状
況
は
、裏
地︵
男

性
服
裏
地
、袖
裏
地
︶を
筆
頭
に
ネ
ク
タ
イ
、リ
ビ
ン
グ︵
総
合

イ
ン
テ
リ
ア
︶、婦
人
服
地
、ア
ー
ト︵
雑
貨
物
、マ
フ
ラ
ー
、傘

等
︶の
順
位
。最
近
特
に
裏
地
の
売
上
が
目
覚
ま
し
く
絶
好
調
。

そ
の
理
由
は
、﹁
量
販
店
で
は
な
く
デ
パ
ー
ト
で
取
り
扱
う
高

級
志
向
の
ス
ー
ツ
が
富
裕
層
の
間
で
売
れ
行
き
が
伸
び
て
い

る
こ
と
﹂や﹁
日
本
一
の
超
高
密
度
繊
維︵
糸
の
本
数
の
多
さ
︶

が
手
触
り
や
肌
触
り
を
良
く
し
シ
ル
ク
の
よ
う
な
質
感
を
体

感
で
き
る
こ
と
﹂が
一
因
。

　
そ
れ
に
対
し
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
ネ
ク
タ
イ
は
ク

ー
ル
ビ
ズ
の
影
響
に
よ
り
、売
上
状
況
は
幾
分
減
少
。そ
の
た

め
10
月
に
東
京
で
開
か
れ
る﹁
富
士
吉
田
産
地
総
合
織
物
展
﹂

に
て
、ク
ー
ル
ビ
ズ
の
対
応
策
を
検
討
す
る
予
定
。そ
の
他
リ

ビ
ン
グ
、婦
人
服
及
び
ア
ー
ト
の
３
部
門
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。総

合
的
に
見
れ
ば
売
上
高
は
対
前
年
比
で
増
加
。

　
一
方
、
富
士
吉
田
市
全
域
の
業
界
で
の
売
上
高
は
約

2
0
0
億
円
に
も
の
ぼ
り
、約
90
億
円
超
が
当
組
合︵
産
地
の

素
材︵
生
地
︶等
︶で
あ
る
。

今
後
の
展
望
は

？

製
造
直
販
体
制
の
確
立
と
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
の
開
発

　
約
3
5
0
名
の
組
合
員
は
、自
ら
企
画
し
製
造
す
る﹁
親
機

屋
︵
お
や
ば
た
や
︶
﹂
が
約
1
0
0
名
、
残
り
2
5
0
名
が
﹁
賃

機
屋
︵
ち
ん
ば
た
や
︶
﹂
で
構
成
。
ま
た
、
平
均
年
齢
は
親
機
屋

が
40
歳
以
下
で
あ
る
の
に
対
し
賃
機
屋
は
60
歳
以
上
で
あ
り
、

組
合
員
の
高
年
齢
化
に
よ
る
生
産
力
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。

10
年
、20
年
先
を
見
据
え
た
と
き
に
、こ
の
懸
念
を
払
拭
す
る

に
は
一
部︵
約
20
％
︶を﹁
製
造
直
売
体
制
﹂に
変
え
る
必
要
性

が
あ
る
。
こ
の
体
制
が
確
立
す
れ
ば
消
費
者
の
声
が
汲
み
取

り
や
す
く
な
る
の
と
同
時
に
問
屋
を
挟
ま
な
い
流
通
の
改
革

が
行
え
る
。
ま
た
、
売
り
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
O
E
M
︵
相
手
先

ブ
ラ
ン
ド
の
製
造
︶
の
世
界
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と

に
よ
り
発
注
元
へ
の
発
言
権
を
高
め
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

　
今
後
は
同
業
他
社
と
の
競
争
で
は
な
く
、
消
費
者
と
の
競

争
の
時
代
に
入
る
。ま
た
、中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
諸
外
国

の
台
頭
も
看
過
で
き
ず﹁
世
界
と
の
戦
い
﹂に
目
を
向
け
る
必

要
が
あ
る
。
５
部
門
の
業
者
が
連
携
し
な
が
ら
蓄
積
し
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
出
し
合
い
、
吉
田
発
祥
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
の

開
発
を
目
指
し
、
約
5
0
0
年
続
く
歴
史
の
火
を
消
さ
な
い

た
め
に
も
最
大
の
努
力
を
し
て
い
く
。

 
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

　
夏
物
製
品
苦
戦
、長
梅
雨
・
原
材
料

高
・
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
じ
わ
り
、

今
後
へ
の
期
待
は
？

●
梅
雨
明
け
が
遅
れ
た
影
響
に
よ
り

冷
や
し
中
華
や
ひ
や
む
ぎ
な
ど
の

夏
物
商
品
の
売
上
は
予
測
以
下
。

冬
物
商
品
に
変
わ
っ
て
い
く
時
期

で
あ
る
が
、茹
で
時
間
が
長
く
、原

油
高
に
伴
う
経
費
増
を
懸
念
。︵
食

料
品
製
造
︶

●
傘
の
生
産
に
つ
い
て
、
天
候
不
順

の
影
響
か
ら
夏
物︵
晴
雨
兼
用
︶の

販
売
量
が
少
な
く
、
小
売
店
か
ら

の
返
品
が
多
い
。し
か
し
、韓
国
製

品
の
一
部
で
は
原
材
料
等
の
値
上

げ
を
品
質
を
落
と
す
こ
と
に
よ
り

対
応
し
た
た
め
信
用
を
失
い
、
日

本
に
注
文
が
戻
っ
て
い
る
明
る
い

話
題
も
あ
る
。︵
繊
維
工
業
︶

●
秋
・
冬
物
の
生
産
が
ス
タ
ー
ト
し

忙
し
い
状
態
、
し
か
し
ニ
ッ
ト
製

品
の
原
料
と
な
る
糸
を
染
色
す
る

際
の
コ
ス
ト
が
急
騰
︵
繊
維
製
品

製
造
︶

●
秋
以
降
の
新
商
品
投
入
の
た
め
の

試
作
、
打
合
せ
が
多
く
準
備
に
追

わ
れ
て
い
る
。し
か
し
、原
材
料
で

あ
る
ニ
ッ
ケ
ル
の
相
場
が
上
昇
し

て
お
り
ス
テ
ン
レ
ス
の
価
格
が
上

昇
、
ま
た
輸
送
に
伴
う
経
費
も
増

加
し
て
い
る
。︵
金
属
製
品
製
造
業
︶

■
非
製
造
業

　
売
上
高
減
少
、収
益
確
保
が
厳
し

い
地
方
経
済
浮
き
彫
り
に
！

●
長
梅
雨
か
ら
猛
暑
に
変
化
し
た
気

候
の
影
響
に
よ
り
夏
物
衣
料
・
繊

維
製
品
の
売
上
に
悪
影
響
。
衣
料

メ
ー
カ
ー
は
、
夏
物
在
庫
の
消
化

の
為
に
不
利
な
条
件
で
の
取
引
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
小
売
店

の
資
金
が
循
環
せ
ず
、
秋
物
商
品

の
仕
入
れ
に
影
響
が
出

て
い
る
。︵
繊
維
・
衣
料
卸

売
業
︶

●
地
金
そ
の
他
の
材
料
が

急
激
に
高
騰
し
、商
品
価

格
も
高
騰
、消
費
者
は
買

い
控
え
て
お
り
、売
上
高

が
減
少︵
貴
金
属
卸
売
業
︶

●
例
年
８
月
は
お
盆
を
当
て
に
仕
入

増
と
な
る
は
ず
が
、
荷
受
け
に
支

払
っ
た
代
払
い
金
は
昨
年
度
と
対

比
し
て
26
％
減
少
。
お
盆
中
に
店

舗
を
閉
め
て
い
る
小
売
店
が
多
か

っ
た
。︵
飲
食
料
品
小
売
業
︶

●
業
界
の
売
上
高
を
下
支
え
し
て
い

る
プ
ラ
ズ
マ
・
液
晶
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
、
洗
濯
乾
燥
機
等
の
売
価
が

量
販
店
を
中
心
に
下
落
し
て
お
り
、

販
売
数
量
で
は
増
え
て
い
る
も

の
の
金
額
面
の
売
上
が
低
下
し

て
い
る
。

●
公
共
工
事
の
予
算
削
減
が
続
い
て

お
り
、
建
設
業
界
は
厳
し
い
状
況

が
今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
い
、

砂
利
、砂
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の
生

産
費
、運
賃
等
が
値
上
が
り
し
、生

コ
ン
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品

の
価
格
へ
の
転
嫁
要
請
が
納
入
業

者
か
ら
出
て
い
る
が
、
建
設
業
界

全
体
の
市
況
が
悪
い
た
め
、
値
上

げ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。︵
総
合
建

設
業
︶

●
コ
ン
パ
ネ
の
価
格
が
昨
年
度
比
50

％
高
騰
、
バ
ル
ブ
、
水
栓
、
継
手
な

ど
の
青
銅
製
品
が
10
％
程
度
値
上

が
り
、電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
の
価
格
が

前
年
度
比
３
０
０
〜
３
５
０
％
上

昇︵
職
別
工
事
業
︶

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

■
同
業
種
内
で
も
明
暗
く
っ
き
り

　
同
業
種
・
同
分
野
内
に
お
い
て
、
好

不
調
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
顕
著
な
例
と
し
て
、
宿
泊
業
で

は
﹁
８
月
期
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が

多
く
、
歴
代
一
位
を
記
録
す
る
好

転
。
例
年
に
比
べ
客
数
が
30
％
増

加
﹂
と
コ
メ
ン
ト
す
る
と
こ
ろ
と
、

﹁
良
い
天
候
が
長
続
き
せ
ず
、
や

っ
と
昨
年
を
上
回
る
収
入
﹂
、﹁
新

規
参
入
の
大
型
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
の
影
響
を
受
け
、
販
売
価
格
が

低
下
傾
向
﹂
ま
た
、﹁
独
自
の
販
路

開
拓
に
よ
り
収
益
を
伸
ば
す
ホ

テ
ル
も
あ
る
が
、
バ
ラ
ツ
キ
が
大

き
い
﹂
な
ど
の
意
見
も
あ
り
格
差

が
大
き
い
こ
と
が
伺
え
る
。

　
自
動
車
関
連
で
は
、﹁
高
価
格

帯
の
車
両
及
び
特
に
軽
自
動
車

の
売
れ
行
き
が
順
調
﹂
と
回
答
す

る
小
売
分
野
で
あ
る
が
、
整
備
業

で
は
﹁
車
検
整
備
需
要
及
び
入
庫
台

数
は
昨
年
度
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

が
、
入
庫
車
両
の
小
型
化
が
進
み
、
さ

ら
に
異
業
種
参
入
に
伴
う
価
格
競
争

の
激
化
な
ど
車
検
整
備
単
価
が
下
落
、

収
益
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
﹂
と
厳

し
い
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を

直
接
受
け
て
い
る
運
送
業
に
お
い
て

も
、﹁
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
を
行
わ
な

い
と
収
益
の
悪
化
は
食
い
止
め
ら
れ

な
い
﹂
と
コ
メ
ン
ト
す
る
バ
ス
業
界

と
﹁
燃
料
の
高
騰
に
よ
る
厳
し
さ
が

続
い
て
い
る
が
、
昨
年
に
比
べ
サ
ッ

カ
ー
Ｊ
１
の
試
合
が
増
え
た
た
め
、

県
外
者
の
利
用
が
増
え
、
売
上
上
昇
﹂

と
コ
メ
ン
ト
す
る
タ
ク
シ
ー
業
界
と

明
暗
が
く
っ
き
り
分
か
れ
て
い
る
。

収益状況
2005年8月

景況感
2005年8月

売上高
2005年8月

2006年8月 2006年8月2006年8月

減少
48% 不変

44%

増加
8%

悪化
52%

不変
42%

好転
6%

悪化
46% 不変

46%

好転
8%

減少
38%

不変
44%

増加
18%

悪化
44%

不変
48%

好転
8%

悪化
36%

不変
62%

好転
2%

●高齢者を自ら教育し、活用してみませんか。

シニアワーク
プログラムのご案内
　おおむね55歳以上65歳未満の就職希
望者に、必要な技能講習を実施したのち、
雇用が行える業界団体を募集しています。
　シニアワークプログラム事業は、高齢
者の就職に向けた「技能講習会」を開催し、
講習修了者と企業との「合同面接会」の
開催によって、就職の促進を図るもので、
平成18年度は、「タクシー乗務員」、「フォ
ークリフト運転者」、「警備業務員」など
の養成コースを開催しています。
事業実施の要件は、
　「技能講習会」の講師は、業界団体等か
ら派遣していただきます。
　「合同説明会」へは、業界団体等の構成
企業で求人募集を行っている企業に参
加していただきます。
　「技能講習会」及び「合同説明会」の開
催に伴う費用は、山梨県シルバー人材セ
ンター連合会が予算の範囲内において
負担します。

　昨今の飲酒運転による死亡事故の多発

を受け、政府としては交通対策本部決定を

行い、飲酒運転の根絶に向けて必要な措置

を採る等重点的に取り組んでいくことと

しております。

　つきましては、同決定の趣旨をご理解い

ただき、貴団体参加の企業等に対し、次の

事項について周知徹底いただきますよう

お願い申し上げます。

１ 業務上車りょう等を運転する者は、酒
気を帯びては絶対に車りょう等を運
転してはならないこと、また、酒気を
帯びた者に運転させてはならないこと。

２ 酒気を帯びて運転するおそれがある者
に酒類を提供し、または飲酒を勧めて
はならないこと。

３ 「飲酒運転は絶対にしない、させない」
という意識を再認識し、徹底すること。

お申込・お問い合わせ

山梨県中小企業団体中央会　労働課　
Tel.055-237-3215

飲酒運転の
根絶に向けて


